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広報紙

▶ チャレンジいばらき県民運動の活動紹介
▶ 社会活動デビュー支援事業

▶ 提案型共助社会づくり支援事業  
▶ 団体会員を訪ねて

いばらきチャレンジアワード
「支え合い 2022」

知事賞100万円 他

あなたの「生きがいづくり」が、地域の「幸せ力アップ」に！
特集

NPO法人みらい倶楽部

県民活動推進員会議「チャレンジいばらき県民運動」総会

なめがたネットワーカー連絡協議会

株式会社 しびっくぱわー

《募集》

社会貢献活動をはじめよう！



●市町村推進組織 （4）
小美玉市まちづくり組織連絡会
高萩市市民憲章推進協議会
土浦市まちづくり市民会議
水戸市住みよいまちづくり
　推進協議会

●団体 （81）
NPO法人アスク

「茨城アジア教育基金」を支える会
茨城空港利用促進等協議会
(一社)茨城県安全運転管理協会
(一社)茨城県医師会
(公社)茨城県栄養士会
(公財)茨城県開発公社
(公財)茨城県学校給食会
茨城県学校長会
(一社)茨城県環境管理協会
(一財)茨城県環境保全事業団
(公社)茨城県看護協会
(一社)茨城県経営者協会
(一財)茨城県建設技術公社
(一社)茨城県建築士会
(一社)茨城県建築士事務所協会
(一社)茨城県髙圧ガス保安協会
(一財)茨城県交通安全協会
茨城県高等学校長協会
茨城県高等学校ＰＴＡ連合会
(公財)茨城県国際交流協会
茨城県国民健康保険団体連合会
(公社)茨城県歯科医師会
茨城県自治会連合会
茨城県市長会・町村会
茨城県自動車販売店交通安全
　対策推進協議会
茨城県社会教育振興協議会
(社福)茨城県社会福祉協議会
茨城県商工会議所女性会連合会
茨城県商工会議所青年部連合会
茨城県商工会議所連合会
茨城県商工会女性部連合会
茨城県商工会青年部連合会
茨城県商工会連合会
茨城県少年団体連絡協議会
茨城県消費者団体連絡会
茨城県食生活改善推進員協議会

(公社)茨城県食品衛生協会
(公財)茨城県スポーツ協会
茨城県生活学校連絡会
茨城県生活協同組合連合会
(公社)茨城県青少年育成協会
茨城県青年団体連盟
茨城県セーリング連盟
(一社)茨城県造園建設業協会
茨城県地域女性団体連絡会
茨城県中小企業団体中央会
茨城県庁生活協同組合
茨城県土地改良事業団体連合会
茨城県農業協同組合中央会
茨城県農業法人協会
茨城県ＰＴＡ連絡協議会
茨城県保育協議会
茨城県民間保育協議会
(公社)茨城県薬剤師会
茨城県幼少年婦人防火委員会
(公社)茨城県臨床検査技師会
(公財)茨城県老人クラブ連合会
いばらきコープ生活協同組合
茨城産業会議
茨城ダルク
茨城文化団体連合
ＮＰＯ法人エコグリーンいばらき
NPO法人エコレン
かいつむりの会
笠間稲荷神社
霞ヶ浦問題協議会
環境保全茨城県民会議
学校法人木村学園　石岡幼稚園
NPO法人障害者雇用促進協会
(社福)自立奉仕会　
生活協同組合パルシステム茨城 栃木
生活支援ネットワーク・介護セブン
(社福)聖隷会 しらゆり保育園
艫づな会
NPO法人日本スポーツ振興協会
(公社)日本青年会議所関東地区
　茨城ブロック協議会
ひたちなかユネスコ協会
NPO法人ひと・まちねっとわーく
(社福)芳香会
NPO法人ぽかぽかくらぶ

●企業 （104）
㈱秋山工務店
㈱あけぼの印刷社
アサヒビール㈱茨城工場
イオンリテール㈱
　北関東カンパニー茨城事業部
㈱石川工業所
茨城いすゞ自動車㈱
茨城県信用組合
茨城ケント販売㈱
茨城工芸産業㈱
茨城交通㈱
㈱茨城新聞社
茨城水産㈱
茨城倉庫㈱
茨城トヨタ自動車㈱
茨城トヨペット㈱
茨城日産自動車㈱
㈱茨城放送
㈱茨城ポートオーソリティ
㈱ウライ文具
ウルノ商事㈱
NTT東日本㈱茨城支店
㈱大塚製作所
大富印刷㈱
㈱笠間印刷所
鹿島都市開発㈱
鹿島埠頭㈱
鹿島臨海工業地帯企業連絡協議会
鹿島臨海鉄道㈱
㈱カスミ
株木建設㈱茨城本店
関東印刷㈱
㈱木内酒造1823
㈱きど印刷所
キリンビール㈱取手工場
㈱ケーズホールディングス
㈱鯉淵工業
㈲こうじや
㈱光和印刷
コスモ綜合建設㈱
㈱寿
㈱笹目宗兵衛商店
JX金属㈱
㈱しびっくぱわー
㈱ジョイフル本田

㈱常陽銀行
常洋水産㈱
昭和建設㈱
鈴縫工業㈱

（医）青藍会 大場内科クリニック
（医）聖和会 つくば病院
㈱セイワ食品
関彰商事㈱
損害保険ジャパン㈱
㈱タイヘイ
㈱高野高速印刷
㈱タナカ
㈱田中企画　水戸営業所
㈱月の井酒造店
㈱筑波学園ホテル
㈱筑波銀行
㈱つくば研究支援センター
㈱デベロ
東京海上日動火災保険㈱
　茨城自動車営業部営業部第１課
㈲東京総合染色
㈱東京電機
㈱トビタ文具
トヨタＬ＆Ｆ茨城㈱
㈱トヨタレンタリース茨城
㈱仲川建設
中川ヒューム管工業㈱
㈱奈良屋
㈱西山工務店
日東電気㈱
日東メンテナンス㈱
日本放送協会　水戸放送局
㈱日本クリエート茨城
日本原子力発電㈱東海事業本部
　地域共生部茨城事務所
日本たばこ産業㈱東関東支社
㈱沼田機業
㈱ヌマタ商事
ネッツトヨタ水戸㈱
ハタヤ商事㈱
㈱幡谷本店
㈱日立製作所
日立セメント㈱
㈱広沢本社
㈱フジタビジネスマシンズ
㈱冨士菱

㈱双葉
㈱ヘレナメディアリサーチ
北越コーポレーション
　㈱関東工場
ホテルレイクビュー水戸
㈱水戸京成百貨店
水戸京成ホテル㈱
㈲水戸山翠商事
水戸自動車工業㈱
水戸信用金庫
水戸中央青果㈱
水戸ヤクルト販売㈱
㈲ミノワ印刷
明利酒類㈱
八幡印刷㈱水戸営業所
結城信用金庫
㈱竜ケ崎自動車教習所

●市町村（44）

身近な地域課題を自ら解決しようとする意識を持った人財を活用し、県民の共助意識の醸
成を図るとともに、県民、NPO、団体、企業、行政が連携・協働し、社会の課題解決に
挑戦する県民主体の県民運動を進めます。また、企業や大学などと連携し、次世代を担う
新たなひとづくりのサポートや地域活動支援を進めるとともに、若い世代が県民運動に参加
しやすい環境づくりを推進します。

チャレンジいばらき県民運動は、以下の会員の皆様のほか、
個人賛助会員の皆様方のご支援とご協力により支えられています。

「チャレンジいばらき県民運動」は、やさしさとふれあいのある茨城づくりと県民運動を通しての新
しい茨城のイメージづくりを目指すとともに、県民一人ひとりが幸せを実感できる、共助による新し
い茨城の実現に向けて、社会の課題に挑戦する県民運動を展開してまいります。

会員の紹介  （順不同）　 （令和4年6月1日現在）

水戸市
日立市
土浦市
古河市
石岡市
結城市
龍ケ崎市
下妻市
常総市
常陸太田市
高萩市
北茨城市
笠間市
取手市
牛久市
つくば市
ひたちなか市
鹿嶋市
潮来市
守谷市
常陸大宮市
那珂市

筑西市
坂東市
稲敷市
かすみがうら市
桜川市
神栖市
行方市
鉾田市
つくばみらい市
小美玉市
茨城町
大洗町
城里町
東海村
大子町
美浦村
阿見町
河内町
八千代町
五霞町
境町
利根町

令和
4年度

●県（1）
茨城県（女性活躍・県民協働課）

●個人会員（212人）
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　今年度の事業計画案として、「社会活動デビュー支援事業」、行政の支援が届きにくい社
会ニーズに対応した活動や、企業や大学などと連携した地域貢献活動などへの支援への
取り組みなどが発表されました。
　当団体顧問の大井川知事は挨拶で、NPOやボランティアなど様 な々形で人と人とが
助け合う、協力し合う社会を作っていくことの重要性に触れ、当団体への期待と、連携
して魅力度の高い県、幸福度の高い県を目指したいと話されました。

　今年度の事業計画や予算について事務局から説明があった後、人財サポート、
地域活動支援、魅力発見・発信、IT活用の４グループに分かれ、各 こ々れからの活
動について話し合われました。最後に、グループ全体の調整役ゼネラルマネージャー
に新たに選出された井坂英二さんが「みんなで意見を出し合って一つひとつ対応して
いき、出来なかった事は反省して次へ繋げていきたい」と挨拶されました。今年度も、
チャレンジいばらき県民運動では、県民活動推進員の皆さんにご協力いただき、県
民運動の推進および共助による地域づくりに積極的に取り組んでまいります。

チャレンジいばらき県民運動では、長く地域活動や事業推進に携わり豊富な知識・経験を持つ皆さんに県
民活動推進員としてご協力いただいています。今年度は、新規４名を含む15名の皆さんに阿部理事長より
委嘱状が交付されました。今後は継続者7名と併せて、22名の皆さんにご活躍いただきます。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令和2・3年度は書面
上で行われていた「チャレンジいばらき県民運動」総会。今年度は、
3年ぶりの開催となりました。

県民活動推進員会議を開催

総会実施報告

令和4年4月27日〔水〕 茨城県三の丸庁舎

令和4年5月26日 〔木〕 
セキショウ・ウェルビーイング福祉会館

（茨城県総合福祉会館）

令和
4年度

令和
4年度

第1回

3



�地域活動デビューへの助言等を行う相談機能
（コーディネート機能）を強化します。

▶︎�チャレンジいばらき事務局員
　による助言や専門家の紹介
▶︎専門家による相談会の開催

�新たに社会活動にチャレンジしようとする方々 の情
報収集や仲間づくりの場としての会員登録制(無
料)のクラブを新設します。

以下の情報をメルマガで提供します。
①セミナー、相談会、イベント開催情報
②先輩活動家との交流会開催情報
③各種助成制度の情報

各分野の専門家を「デビュー支援サポーター」と
して設置し、様 な々相談に対応いたします。
▶︎ＮＰＯ設立のノウハウ
▶︎クラウドファンディング
▶︎シビックテック
▶︎社会活動と営利活動の両立　など

�全国各地からお招きした先輩活動家を講師とし
て、セミナーや交流会を開催し、「はじめの一歩」
をスムーズに踏み出せるよう応援します。

セミナーは、社会活動の始め方や活動を行う上
での地域との向き合い方、資金調達の仕方など
の内容で開催いたします。

地域の困りごとの解決など社会の新しい力になってみたいと考えている方 に々対し、社会貢献のための独自
性の高い活動プランのプレゼン機会を提供し、優秀なプランを表彰することにより、社会活動に向けてのチャ
レンジ精神を醸成するとともに、非営利の社会貢献活動を促進します。

①県内に住所又は活動の拠点を有する個人、法人等（学生は、高校生以下を除く）
②株式会社などの営利法人は対象外（非営利団体主体の協働での活動は可）

《知事賞》
 １００万円

《理事長賞》
 １０万円

《奨励賞》
  5万円 （2団体）

令和４年６月1日～７月29日まで
お申し込み・募集要項はこちら

https://challenge-ibaraki.jp/award2022/

※令和４年９月頃から参加者を募集予定です。

チャレンジいばらき県民運動では、地域の困りごとの解決などこれから社会の新しい力になってみたいと
考えている方 に々対し、社会活動の「はじめの一歩」をスムーズに踏み出せるよう支援を行います。

社会活動デビュー

相談機能の強化

社会活動デビューセミナー ・
交流会の開催

いばらきチャレンジアワード 「支え合い 2022」の開催

コンテスト
概要

対象者

表　彰

募　集

いばらきチャレンジクラブ 
「SASAEAI」

デビュー支援サポーターの設置

皆様の応募を
お待ちしております！

支 援 事 業
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　定年退職後の生きがい、社会貢献の場づくりを目指す「NPO法人か
しま楽園倶楽部」は設立14年目。公園の草刈りや、市指定史跡「林城」
整備などを行うほか、NPO設立相談・申請サポート事業も行い、これ
までに4団体の設立を支援しました。加入団体の一つ「林城保存協力
隊」は、森に埋もれた「林城跡」の見学通路整備を望む声に応えて結
成。整備が進むと堀や三の丸が現れ、茨城大の高橋教授らによる調査
でその貴重さが明らかになると、見学ツアーも企画され話題に。遠藤理
事長は「文化財への興味から、保存活動に関心を持つ人が増えれば」
と、講演会や見学会開催にも意欲的。丸山代表も、将来は市と共に林
城をPRしたいと考えています。お二人からは「社会活動デビュー受入
れ側の心得」として、お茶代程度でも作業報酬を用意する、初めは「練
習」と思って上手下手を問わない、などのコツも教わりました。

　おもちゃ修理を原則無償で行う「おもちゃ病院」、ブラジル国花「イ
ペー」の植樹を通じた国際交流、健康ウォーキングとそのコースにま
つわる伝承の紙芝居と清掃活動、さらに農業体験などを行っている
「NPO法人�みらい倶楽部」。坂理事長は「やりたい事業を皆で話し合
い、それぞれが楽しんで活動」する中で、社会とつながる「居場所」を
獲得し、誰かの役に立てている事に「生きがい」を感じている、と言い
ます。認知症の予防効果があるとも。「あえて、苦手だった事に挑戦し
よう」と、おもちゃドクターになった草間さんのように、社会活動デビュー
のきっかけや目的は人それぞれ。当団体では、これから始めたい人には
「おもちゃドクター養成講座」の支援も行っています。また、イベントに
参加した人が活動に興味を持ち、仲間になる例も多い事から、自分達
が楽しむ姿を見せる事もPRの一つ、と教えてくれました。

PICK UP

PICK UP

NPO法人かしま楽園倶楽部 理事長 遠藤俊司さん、丸山弘美さん(林城保存協力隊 代表)

NPO法人みらい倶楽部　理事長 坂さん、副理事長 北島さん、おもちゃ病院院長 草間さん、石塚さん、玉置さん、冨山さん、永野さん、遠藤さん

NPO法人 かしま楽園倶楽部 《鹿嶋市》

NPO法人 みらい倶楽部 《常総市》

あなたの「生きがいづくり」が、地域の「幸せ力アップ」に！

特集

「テーマを決めて募集」すると
求める人材が集まりやすい

楽しむ事、生きがい・仲間・
居場所づくりが活動の原点

「いきなり成果を
求めない」慣れるまで
じっくり見守る

職場以外の人と
つながり、新たな世界
をのぞいてみよう

活動を長年継続
させるカギは行政、
地域との連携

いくつになっても
「新たなチャレンジ」
は楽しい！

社会活動デビューのきっかけ作りを行なっている団体を紹介します。
社会貢献活動をはじめよう!
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今回は、新規団体会員を
紹介します。

デベロは1972年に世界初の移動入浴
車を開発、「入浴で人を幸せにする」事
業を多角的に行う企業。「明るい地域
社会をつくる」未来を担う子ども達を応
援しようと、社員向け福利厚生「明日に
向かって支援金」、通学路の清掃、中
学校の会社見学受入れ等にも取組ん
でいます。

「いばふく」「TSUKUBA�CONNÉCT」
など、住み良いまちづくりに必要な人・
まち・行政をつなぐイベントを企画・運
営し「あらゆる挑戦を応援する」企業。
運営するコミュニティスペースではホー
ムスクールを積極的に受入れ、インク
ルーシブ社会を体現しています。

移動入浴車両の開発及び関連製品の製造販売、
入浴福祉従事者の養成・指導、入浴福祉の調査研究  など

アプリによる捜索依頼はこれまでに529件(2021年9月)。
自分が今いる場所で「気軽に」出来る見守りにご協力ください！

人、まち、行政をつなぐイベントの企画・運営、
コワーキングスペース・コミュニティスペース運営  など

団体会員●訪ねてを

水戸市酒門町1744-2
http://www.
develo-group.co.jp/

つくば市天久保3-21-3
星谷ビル2-A
https://civicpower.jp/

株式会社 デベロ 株式会社 しびっくぱわー
事業
内容

事業
内容

　チャレンジいばらき県民運動では、福祉、環境、青少年、防犯・防災
など様 な々分野での地域活動・市民活動を、県民・団体・企業・行政が
手を繋いで支え合い、共助による新しい茨城の実現に向けて、社会の課
題に挑戦する県民運動を展開しています。このような趣旨にご賛同され、
運動に参加していただける団体・企業、個人の会員を募集しております。

チャレンジいばらき県民運動

Vol.2

　認知症の高齢者、障がい者、子どもなどの行方不明者捜索に、「みまもりあいアプリ
(GPSを活用して捜索協力依頼)」と「見守りステッカー(個人識別IDで、個人情報
なしで当事者家族に連絡できる)」の仕組みを使用し、地域住民によるみまもり体制
の強化を目指す「いばらきみまもりあいプロジェクト」。井坂さんは、行政機関が実施し
ている「認知症サポーター養成」や防災無線などの事業に加えて「地域住民が普段
から無理なく関われる環境づくり」も、安心できるまちづくりに不可欠と考えています。さ
らに、人口減少の中で進む高齢化、認知症による行方不明者の増加を、誰もが「自
分事」と捉え理解を深めてもらうための「つどい」開催(第一回は11月予定)や、多様
な団体・企業との「いばらきみまもりあい推進ネットワーク」構築など、地域に根差した
「生活協同組合」として役に立てる事を考え、取組んでいます。

茨城県生活協同組合連合会
専務理事 井坂 寛さん

代表取締役社長 堀下 恭平さん 代表取締役社長 浅野 芳生さん 

茨城県生活協同組合連合会
共助社会づくり支援事業提 案 型

提案型共助社会づくり支援事業に関するお問い合わせ先  茨城県 県民生活環境部 女性活躍・県民協働課  Tel.029-301-2175

会 募員 集

「地域の役に立ちたい気持ち」を活かし「気軽に」みまもり
アプリDL無料、（協力者は）情報登録不要。2.1万DL突破！
認知症家族が発しにくい「助けて」を地域の目でカバー

PICK UP

★団体会員（年会費）   10,000円
★個人賛助会員（年会費）  2,000円
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芸術祭

会長　菅谷　京子

　昨年は、コロナ禍により全県大会が中止、行方市を紹介出来ずとても残念でした。活
動が制限される中実施したのが、西の玄関口である霞ケ浦ふれあいランド付近の花壇整
備です。私達の「おもてなしの心」が花に託され、市を訪れる方を季節の花 が々お出迎え
します。また、11月には各小学校であいさつ運動を実施しました。子どもたちと交わす元気
な挨拶は、家庭や地域にも広がりました。これからも県民運動を広め、地域の人達と共に
課題解決に取り組み、やさしさとふれあいのある地域づくりを目指していきます。

平成27年11月に設立、会員11名でスタートし現在
は34名、行方市を「笑顔あふれる住み続けたいま
ちにしたい」。そう思い、活動してきました。

県民運動を地域で支える

地域活動員の活動紹介

なめがたネットワーカー
連絡協議会

ネットワーカー
募集中!

地域活動員（ネットワーカー）は、居住する地域において、
地域の人たちのネットワークづくりや住み良い地域づくりに
取り組んでおり、現在、約790名の方々が県内各地で活躍し
ています。皆さんも、一緒に活動しませんか？

詳しくは、
お住まいの市町村へ
お問い合わせください。

チャレンジいばらき県民運動

ネットワーカー

交流サルーンいばらきでは、地域活動を行うNPOや
ボランティア団体などを対象に、大判印刷機を設置し
ております。ぜひ、みなさまの活動にお役立てください。

大判印刷機の紹介

サルーン寺 子 屋
交流サルーンいばらきでは、地域活動を行う方や地域
活動に興味のある方を対象に講座を開催しています。�
開催日時は、ホームページで告知いたします。

水戸市三の丸１-５-３８ 茨城県三の丸庁舎２階

1ｍごとに
150円 

（白黒・カラー同額）

平日・土日（火曜日・祝日・年末年始は休館）
開館時間 9:30～12:00、13:00～17:45

● 横断幕や垂れ幕は、サルーンに設置されたPCの専用ソフトから作成していただきます。WordやExcelデータの持ち込み印刷不可。
● 定型サイズポスター（A1やB2など）を印刷する場合は、必ず PDFデータをお持ちください。（Word やExcelデータの場合、レイ

アウトやフォントが異なって印刷される場合有。）
● 印刷手順説明書をもとにご自身で印刷できる方を対象としており、スタッフによる作成・操作方法の指導や、デザインに関するアドバ

イスは行っておりません。予めご了承ください。

Tel.029-302-2160 Fax.029-233-0030

各サービスや講座の詳細は、お気軽にお問い合わせください。

ホームページ ▶ https://challenge-ibaraki.jp/saloon.html
E-mail ▶ saloon@challenge-ibaraki.jp

　大判印刷機では、61cm幅のロール紙を使って、任意の長さで横断幕や垂れ幕を作成
できます。また、短辺が61cm以下のサイズ（A1やB2など）のポスターも印刷できます。

茨城県生活協同組合連合会

注意事項

令和4年度
第5回 チャレンジ総会

大判出力イメージ（横断幕＆ポスター）
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　 〔発行〕 チャレンジいばらき県民運動　令和4年7月1日発行
　 〔編集〕 県民活動推進員 （魅力発見・発信グループ）チャレンジいばらき県民運動 広報紙

〒310-0011 茨城県水戸市三の丸1-5-38 茨城県三の丸庁舎2階　
Tel.029-224-8120　Fax.029-233-0030
ホームページ ▶ https://challenge-ibaraki.jp　E-mail ▶ info@challenge-ibaraki.jpFor Social Good

　チャレンジいばらき県民運動では、茨城県内各地域の情報や、地域活動員（ネットワーカー）
の活動の投稿記事を募集しています。投稿していただいた内容は、広報紙「チャレいばレター」
や当県民運動ホームページ上でご紹介する予定です。ぜひ、お気軽に投稿してください。

　「チャレいばメールマガジン」は、チャレンジいばらき県民
運動・交流サルーンいばらきからのお知らせや地域活動の
最新情報やお役立ち情報を提供するメールマガジンです。

右の QRコードを読み込んでいただくか、
下記のメールアドレスに空メールをお送りください。

challengeibaraki＠y.bmd.jp

ウィズコロナの時代を迎え、活動内容も改めて行かなければならない時代になりました。結びつきを深めるための集会が､「密になる」といっ
た理由で開催できない理不尽を､ 何度も味わいました｡ 多くの人に参加していただきたいと､ 大声をあげることもままならずＳＮＳを使ってと言
われても､ 残念ながらその知識もない｡ そんな嘆きの声もたくさん聞きました｡ まずは､ 気持ちを切り替えて学び合うことから始めませんか｡
知識を得るための手段はたくさんあります｡ 広報紙もその一つでありたいと願っています｡ 情報を集め､ 検討し､ 皆様にお届けして参ります｡ 人と
人とをつなぐツールとして、広報紙の役割があるとの信念を持ち続け､ 有用な記事を掲載していくことを目指します｡  （県民活動推進員　髙橋）

新型コロナウイルス感染症の感染拡大が始まって３年目。この間、各団体においては、計画した事業を断念せざるを得なかったのではないで
しょうか。県内には、その魅力を伝えきれていない地域の宝がまだまだあるはず。各地域の名所旧跡、名産品など「ふるさと自慢」を発掘・発
信しましょう。地域活動員も減少傾向にある中、広報紙「チャレいばレター」により、新たな担い手が育成できるよう、地域活動に役立つよう
な情報発信に努めたいと思います。　（県民活動推進員　飯村）

投稿記事を募集しています！

メルマガ会員を募集しています！

編
記
集

後

「地域活動情報」
はコチラへ

毎月１回程度お届け予定です。
ぜひご登録ください！

「取り組み情報」
はコチラへ

投稿
方法

登録
方法

花壇づくりを応援します！
支援内容

締め切り

応募方法

Information

　花壇づくりをとおした地域コミュニティの再生・活性化を図ることを目的に、花いっぱい運動に継続して取り組んでいる、
または取り組もうとしている団体（自治会、子ども会、高齢者クラブ等）や学校を支援しています。

支援金 5万円以内（1団体・学校あたり）

令和4年9月30日（金） 郵便の場合▶当日の消印有効
メールの場合▶必着

応募用紙に必要事項を記入の上、活動時や花壇の写真を
添えてチャレンジいばらき県民運動まで提出してください。

主催：チャレンジいばらき県民運動　公益財団法人げんでんふれあい茨城財団

応 募 用紙は、
県内の公共施設な

どで配布しております。
また、チャレンジいばらき
県民運動のホームページ
からもダウンロードい

ただけます。

お問い
合わせ

花いっぱい運動
定着化促進事業

支援団体募
集中

写真提供：絹の台自治会 園芸クラブ


